
評価目標 具体的方策 取組状況
（１）職場研修の
実施回数：6回

① 研修会への参加及び開催【継続】
　指導職員の教育能力の向上のため、研修会への参加
や職場研修等を実施する。なお、現在行っている指導
職員会議での開催では十分な時間が取れない場合もあ
ることから、その場合には、担任会議等、別の会議で開
催する。

・

＊

毎月開催している指導職員会議において、指導経験の豊富な職員
等が学生の指導法について4回研修を行った。コロナ禍により外部の
研修会自体が大幅に少なくなったが、開催されたリモート研修会に代
表が参加し、その情報を職員間で共有した。

職場研修を4回実施し、目標の6回をやや下回ったことから、「D」評価
とする。

・

・

（２）公開授業の
参加・実施：
各2回

② 公開授業への参加及び開催【継続】
　指導職員が、高等学校等の公開授業に参加して指導
方法等を学ぶとともに、農大内部でも公開授業を行い、
職員間で他学科の講義や実習について相互に学び合
い、教育能力の向上を図る。

・

・

＊

コロナ禍により新庄神室産業高等学校と新庄養護学校の公開授業が
中止となったため、参加できなかった。
校内で公開授業を10月に2回実施し、各授業内容に関する意見を参
加教員から聴取し、指導職員会議にて議論した。

外部の公開授業は中止となったことから、評価なし。内部の公開授業
は予定通り2回実施したことから、「Ｃ」評価とする。

・

① 各種会議の開催【継続】
　経営会議を毎週開催し、学校運営の基本方針や懸案
事項に対する対応方針を決定し、職員会議や指導職員
会議等において情報共有するとともに、必要に応じて教
授会等で具体的な進め方を検討し、課題等に迅速に対
応する。
　新型コロナウイルスへの対応については、昨年度と同
様、対応チームが中心となって緊急の会議を行い、迅速
に対応する。

・

・

経営会議（校長、副校長、事務局長、教務・調整担当等の9名をメン
バーとする。）の開催(毎週)、職員会議・指導職員会議・担任会議の
開催(毎月)等により、情報共有を図るとともに、必要な事項を協議し
た。
新型コロナウイルスに対する対応事案について、校長をトップとする
対応チームを結成し、迅速にミーティングを行い、適切に対応した。

・

・

② 職員間の情報共有【継続】
　毎日の朝会において、各学科の実習取組状況や学生
の状況等を把握するとともに、農場・施設管理等の部門
毎の運営部会の取組みを把握し、日常の校務を効率的
かつ確実に実施する。

・ 毎日の朝会において、各学科の実習取組みや学生の状況等を把握
するとともに、9つの運営部会（農場等管理運営部会、施設管理運営
部会、機械管理・利用調整部会、体育部会、文化・広報部会、　環境
美化部会、学生・寮生活指導部会、農大市場等運営推進部会、GAP
推進運営部会)の取組みを把握し、日常の校務を効率的かつ確実に
実施した。

・

(１）学校評価：C
以上100％

① 学校評価の実施【継続】
　本校の運営方針は、本県の重要施策等に沿って進
め、地域農林業を支える担い手の育成を第一義とする
教育・研修に取り組むとともに、毎年度、農林大学校運
営評議委員会の評価に基づき取組み内容等の改善を
図る。

・

*

５つの運営方針ごとに、評価項目、評価目標等を設定し、学校運営
評議委員より評価を受けた。

Ｂ評価（2運営方針：40％）、Ｃ評価（3運営方針：60％）で、Ｃ評価以上
が100％であったことから、「Ｃ」評価とする。

・

（２）学生の満足
度：80％

② 学生からの評価の実施【継続】
　学生による学習及び生活等の満足度に関するアン
ケートを実施し、これに基づいた改善を実施する。

・

・

・

*

全学生を対象として、日頃の学習内容や寮生活、学生会活動、サー
クル活動等に関するアンケート調査を2月に実施した。
アンケート調査に基づき、改善が必要な案件については、学生会役
員等との打ち合わせを行い、改善を図った。
今年度は、コロナ禍により学生の活動が大きく制約を受けたことから、
学生会と話し合いながら、学校行事（体育祭、お好み弁当企画：農大
祭は中止）の企画・運営を指導した。

アンケート調査の「農大に入校して良かったか」の設問に対する学生
の回答で、5段階評価の4以上の割合が80％であったことから、「Ｃ」評
価とする。

・

　

・

・

・

評価

・ ・

・
・
・

・

・

・

・

Ｃ

次年度に向けた改善策

〔基本方向〕効率的な情報共有体制の確保と効率的な業務執行体制づくり

各指導職員は、高等学校や校内他学科の公開授業で見聞した指導方法等を、自らの講義・実習の改善
に、引き続き活用していく。

大学校の指導職員としての教育能力の向上は、今後の専門職大学との関係もあると思われますが、引き続
き重要と思われますので、よろしくお願いします。
コロナ禍の影響でどうしても多くの人数で集まれなくなっているので、リモート研修は良いことだと思います。
学生と職員のつながりがとても良く感じられる。
コロナ禍により、リモートでの研修会が今後も多くなると思われます。学校側のまめな情報共有により迅速な
対応、スムーズな学校運営ができていると思います。
何を行うにしてもコロナ対応が付きまとい、大変な労力を必要としたと思います。教職員の皆様のご尽力に
感謝いたいます。寮生活の中で、クラスターも発生せずに、学校運営できたことは、素晴らしいと思います。
情報の共有・意識の共有は、組織の中では、最も重要と考えるので、一層の業務執行体制の確立に尽力頂
きたい。
まだまだコロナ禍で、先生も学生も模索しながらの「新しい生活様式」で、思うように授業が進まないと思うが
それでも一生懸命に取り組んでいて素晴らしいと思う。青春ロス時代の今の学生には、コロナ禍で制限はあ
るものの、農林大の思い出が素晴らしいものであるように願っています。
エネルギーがあり余る学生にとって制約の多い生活は息がつまりそうだったのでは。学生も先生方もお疲れ
様でした。

3 県の重
点施策
等や社
会情勢
に対応
した学校
運営の
取組み

学校運営を円滑に実施するための情報共有は必要なことですが、コロナ後のことも考えると、慣例による会議開催にこだわることなく、意思決定の場なのか、伝
達の場なのかなどを考慮した柔軟な対応が必要と感じています。　→　会議が形骸化することがないよう、目的を明確にし、効率的な会議の開催・運営に努めて
参ります。

自己評価

C

C

学校関係者評価（意見）

今後とも、コロナ禍でも学生が充実した学校生活を送れるよう、学生へのアンケート調査と学生会役員との打
合せを実施し、課題の改善を図っていく。

自己評価

Ｃ

今後も、課題の内容に応じて各会議を開催し、関係職員で、具体的かつ効率よく協議し、対応していく。
新型コロナウイルス対応については、今年度と同様、対応チームが中心となって、迅速に対応する。

朝会では経営会議等で決まった対応方針等を全職員に伝え、意識の共有化を図ることで、迅速な対応につ
なげていく。

学校関係者評価（意見・要望等）→現在の取組状況・次年度の改善策

次年度以降も、職員会議や学生アンケート等により課題を抽出するとともに学校運営評議委員会の評価を
踏まえて、教育計画の編成等を行っていく。

コロナ禍により外部で開催される研修会が大幅に減少したが、ウエブで開催された研修会には積極的に参加し、得られた情報を職員間で共有した。職員の教育
能力の向上のため、職場研修を4回行うとともに、校内での公開授業を2回行うことができ、職員の教育能力の向上を図ることができた。
学校運営に必要な事項は、各種会議で効率的に協議して迅速に対応した。学生の授業や寮生活での様子等を担任会議等で情報共有しながら、教務学生担
当と担任が連携して指導にあたった。特に、新型コロナウイルス対応については、迅速に意思決定を行い、スムーズな学校運営を行うことができた。
学校評価については、運営評議委員の意見を取り入れながら、県の重点施策に沿って効率的な学校運営を実施した。

【評価基準】　Ａ：大きく上回る　　Ｂ：上回る　　C：概ね達成　　Ｄ：やや下回る　　Ｅ：下回る【運営方針５】効率的・効果的な運営

評価項目

（１）各種会議の
実施率：100％

職員の
教育能
力の向
上

1

組織的
な運営
体制の
強化

2

自己評価

D

(2)C
公開授業の参加
(－)
公開授業の実施C
…(2回)

C

来年度も指導経験の豊富な職員による職場研修会を実施する。なお、指導職員会議では十分な時間が取
れない場合もあることから、担任会議等、別の会議での開催を検討する。
指導職員が積極的に研修会に参加し、その内容を指導職員全員に復命し、意見交換する取組みを継続し
て行っていく。


